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5 月の中旬以降、情報教育アドバイザーの学校

巡回が再開されました。勤務後に各校でのGIGA

端末活用についての報告を受けるようになりまし

た。また、各校のHPから「端末の持ち帰り」や

「校内研修」の様子を確認させていただいていま

す。GIGAスクール構想の実現に向け、各校にお

いて、端末が積極的に活用にされていること、大

変嬉しく感じております。

今回は、氷室小学校でのGIGA端末の日常的な

活用にむけた工夫と小規模校ならではの取り組み

を以下紹介します。

（１）端末がいつでも使える環境づくり

写真は 5・６年「理科」の授業です。ロイロノ

ートを利用し、学び合いを意識した授業を行って

いただきました。授業の工夫もさることながら、

注目したのが児童の左側にある机です。氷室小学

校の児童は、登校すると保管庫から端末を取り出

し、左側の机の上に用意します。端末を利用する

ときは、左側の机は、教科書やノートの置き場に

早変わりするという仕組みです。すべての教室で

このような環境が整備されていました。情報教育

担当でもある担任の先生からは「端末が手元にあ

ることで、GIGA端末はすでに生活の一部となっ

ています。端末活用については、児童から多くの

ことを学んでいます。」とのことでした。

小規模校であるからの取り組みではあります

が、端末がいつでもすぐに利用できる環境は端末

の日常的な活用には必要不可欠なものと改めて感

じました。

（２）「わたり」の待ち時間に「e ｰライブラリ」

続いて参観させ

ていただいたのが

３・４年生の「算

数」です。複数の

学年を一つの学級

で指導する複式学

級では教科が同じ

であっても指導内

容が異なることか

ら「わたり」と呼

ばれる交互の指導

が行われていま

す。指導を待つ間

（すきま時間）に、教科書の問題演習と共に「e

ｰライブラリ」を利用しているとのことでした。

指示は板書され、児童は指示を待つことなく、端

末での自習を始めていました。

（３）継続が『今』につながること

氷室小学校では、どの学級でもGIGA端末が特

別なものではなく普段使いされ、日常化が図られ

ていました。

校長先生から「本校では、GIGA端末の導入前

から授業で端末を積極的かつ継続的に活用してき

ました。その積み重ねが『今』であると感じてい

ます。GIGA端末は現在、本校の必須アイテムと

なっています。今後、昨年度も利用したAI ドリ

ルなども活用していく予定です。」とのお言葉を

いただきました。

氷室小学校の取り組みを今後も注目していきた

いと思います。 (文責 教育センター所長）
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